
北海道大学獣医学研究科毒性学教室との連携授業について

次のとおり本校学校設定科目「ＫＣＳ基礎」で北海道大学大学院獣医学研究科毒性学教

室との連携授業を実施しました。

１ 目 的

北海道釧路湖陵高等学校ＳＳＨ科目「ＫＣＳ基礎」において、環境毒性に関する探求方

法を学ぶとともに、先端技術の１つである「ＰＣＲ法」を用いた探究活動を行いながら技

術の習得をはかる。

２ 期 間

平成２４年１０月１８日（木）～１９日（金） 〈実験・実習、講義〉

３ 実施場所

北海道釧路湖陵高等学校 化学教室

４ 講 師

北海道大学大学院獣医学研究科教授 石塚 真由美 氏

北海道大学大学院獣医学研究科講師 池中 良徳 氏

北海道大学大学院獣医学研究科特任助教 中山 翔太 氏

５ 日 程

⑴ ９月１８日（火）

１校時 ・石塚教授、池中講師による環境毒性に関する探求についての講義

⑵ １０月１８日（木）１３：２０～１６：１０

５校時 ・石塚教授による実験手技に関する講義

６～７校時 ・ＤＮＡ抽出、ＰＣＲ開始

⑶ １０月１９日（金）８：４５～１５：１０

１～６校時 ・ＰＣＲ産物の電気泳動、結果の記録（電気泳動後のゲル泳動）、

アルコールパッチテスト、結果の考察、

遺伝子多型・ＡＬＤＨ２に関する講義

６ そ の 他

ＴＡとして、大学生、大学院生が参加



＜石塚教授による講義＞ ＜池中講師による講義＞

・殺鼠剤抵抗性を例とした毒性感受性の ・アフリカにおける環境汚染について

遺伝子多型について

＜ＤＮＡ抽出・ＰＣＲ実習の説明＞ ＜口腔粘膜の採取＞

＜ＴＡによる指導を受けながらの実習①＞ ＜ＴＡによる指導を受けながらの実習②＞


